
主催：公益社団法人 日本技術士会近畿本部　　　協力：公益社団法人 日本技術士会兵庫県支部

後援：近畿災害対策まちづくり支援機構/公益社団法人 大阪技術振興協会/ 特定非営利活動法人 都市災害に備える技術者の会

「阪神淡路大震災の教訓
 ～コミュニティの視点から～」
野崎 隆一氏
近畿災害対策まちづくり支援機構 共同代表、一級建築士

講師：

上田 知史氏
海南市総務部/能登町復興推進課（長期派遣中）

講師：

話題提供
「事前の備えと復興、
 大規模災害に向けて

太田 英将氏コーディネーター： 近畿本部 防災支援委員会

防災力向上を目指した
まちづくりと防災技術

第18回災害対策セミナー

先　着

100名
オンライン

会場

70名

神戸市中央区文化センター 11階（1103,1104）会議室

防災力向上を目指した
まちづくりと防災技術

2025年1月19日（日）
13:45～16:40

谷口 靖博氏
アジア航測（株）西日本インフラ技術部 係長、技術士

講師：

話題提供
「令和６年能登半島地震を
 踏まえた水道の地震対策
 における課題」

基調講演

参加費

無料

話題提供・パネルディスカッション

討論会：基調講演者、話題提供者、会場参加者、ＷＥＢ参加者によるパネルディスカッション

防災・減災シンポジウム
神戸防災のつどい2025

～南海トラフ地震、令和５年６月豪雨、
　　　　   能登半島地震・奥能登豪雨～」



防災力向上を目指したまちづくりと防災技術
日本技術士会は、科学技術の21部門の技術者が集まった団体です。災害から被害を少なくするため、科学技術の総合力
を生かし自助・共助・公助への支援を行っています。今、各地で地震、台風、豪雨などにより大きな災害が多発している中、
私たち市民それぞれの立場で、我が事として災害に備える力を身につけることが重要です。災害に対する備えは待って
くれません。今年度は阪神淡路大震災から30年の節目の年であり、2024年1月に発生した能登半島地震への対応など
を踏まえたセミナーを開催いたします。パネルディスカッションでは阪神淡路大震災を含めた復旧・復興事例と課題を
取り上げ、また専門家から防災技術の紹介などの話題提供を頂き、地域防災力の向上について意見交換を行います。

防災・減災シンポジウム（神戸防災のつどい2025）

■第18回災害対策セミナー

■ 申込み先・問合せ先

■ アクセス

参加申込先

問合せ先 公益社団法人日本技術士会近畿本部 事務局　電話：06-6444-3722

専用ＵＲＬ　https://forms.gle/qHppiFtNajanAjvw7

地図データ　@2023 Google

Ｗｅｂ/会場いづれかで申
し込み下さい。　
定員になったときは、連
絡をさせていただきます

参加費：無料 会場先着：70名・オンライン100名
■概要

公益社団法人 日本技術士会近畿本部　　　　・協力：公益社団法人 日本技術士会兵庫県支部 　　　　 

・開催日時：2025年1月19日（日）13：30受付　（13：45～16：40）
・開催場所：神戸市中央区文化センター 神戸市中央区東町115番地 11階（1103.1104）会議室

■シンポジウム：（13：45～16：40）
13：45　開会 （講演の順番が変わることがございます）

16：40　閉会

〇基調講演：「阪神淡路大震災の教訓 ～コミュニティの視点から～」 

○話題提供：「事前の備えと復興、大規模災害に向けて ～南海トラフ地震、令和５年６月豪雨、能登半島地震・奥能登豪雨～」

○話題提供：「令和６年能登半島地震を踏まえた水道の地震対策における課題」

〇討論会：基調講演者、話題提供者、会場参加者、ＷＥＢ参加者によるパネルディスカッション

■主催：

講師：野崎 隆一氏　近畿災害対策まちづくり支援機構 共同代表、一級建築士

講師：谷口 靖博氏　アジア航測（株）西日本インフラ技術部 係長、技術士

講師：上田 知史氏　海南市総務部/能登町復興推進課（長期派遣中）

コーディネーター：太田 英将氏 （近畿本部 防災支援委員会）

後援：近畿災害対策まちづくり支援機構/公益社団法人 大阪技術振興協会/特定非営利活動法人 都市災害に備える技術者の会

この事業は「公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構」補助金を財源とする「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて事業を行っています。

神戸市中央区文化センター 11階
（中央区役所と同じビルです）

神戸市中央区東町115番地
（市役所１号館の西側）

JR三ノ宮駅から徒歩８分

会 場

住 所

ア ク セ ス

：

：

：

三ノ宮駅

中央区文化センター


